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 もっと もっと とちお 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ もてなしの心の醸成 

   栃尾地域の住民が、来訪者をもてなそうという意識と栃尾の歴史・文

化についての知識をさらに高めるための事業や、実際に活動する機会を

提供し、おもてなしの心の醸成を図る。 

 

◆ 地域資源のグレードアップによる交流活動の活性化 

地域資源をさらに充実させ、栃尾の魅力に磨きをかけることにより、

交流活動の活性化を目指す。 

事業テーマ 

事業目的 
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１ とちお魅力アップ作戦 

市街地での新たな魅力づくりを行うことで、交流活動の活性化を図る。 

また、住民一人ひとりが栃尾の歴史・ 

文化を再認識し、来訪者を「おもてなし

の心」で迎えられることができる機会を

積極的に設け、ボランティアガイドの養

成など人づくりを進める。 

 

 【個別事業】 

  ○ まちの景観アップ作戦 

  ○ とちおの魅力発見事業 

  ○ おもてなしの心を育む栃尾・誰でもガイド 

 

 

 

 

２ リピーター倍増作戦 

大好評を博した「てまりまつりと雁木あいぼツアー」のグレードアップ

を図り、「おもてなしの心」で栃尾の魅力を

広く紹介し、交流の拡大を図る。 

さらに、「歩く」、「食べる」、「体験する」

といった栃尾の独自性を活かした野外キャ

ンプやものづくり体験の実施、栃尾独自の

全日本少年少女樽みこし綱引き選手権大会

への支援を行い、リピーターの倍増を目指

す。 

 

 【個別事業】 

  ○ 栃尾文化探訪「ふるさとの技・雁木・食を訪ねて」 

  ○ 「地域がいきいき」体験事業 

  ○ とちお祭事業 

 

 

事業の柱 
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平成 20 年度 ふるさと創生基金事業 個別計画書 

 

  

 

 

事業名 まちの景観アップ作戦 

概  要 

 

会場・場所 

事業内容など 

[趣旨] 

伝統ある地域のまつりや文化を絶やすことなく伝承し活性化

してゆくために、地域のまつりやイベント開催時に懐かしい雰囲

気の景観を演出しまつりの雰囲気を醸し出すとともに、交流人口

の増加によるにぎわいを演出する。 

 

 

[内容] 

・祭り灯籠（ぼんぼり）の製作と設置。 

・主に夏のとちお祭の１～２週間前から谷内、滝の下町区の雁木

に祭り灯籠（ぼんぼり）を設置し、華やかな通りを演出する。

・謙信公祭や秋葉の火祭りなどの行事でも設置し、市街地の景観

を演出する。 

 

 

 

 

関係団体等 
ＮＰＯ法人フォーラム栃尾熱都  

谷内１丁目区 谷内２丁目区 滝の下町区 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

4 月～     準備、製作 

7 月～9 月   灯籠（ぼんぼり）の設置 

 

予  算 

委託料（ＮＰＯ法人フォーラム栃尾熱都へ実施委託） 

620,000 円 
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事業名 とちおの魅力発見事業 

概  要 

 

会場・場所 

事業内容など 

[趣旨] 

地域の歴史や文化を学び伝統を継承することの重要さを学ぶ

とともに、新しい地域文化の創造など現代社会での活用を探る。

講師に大村崑氏を迎え、「田舎暮らしが面白い」兵庫県篠山市

今田町「昆の村」での田舎暮らしの体験を交え、栃尾の魅力発見

を考える。 

 

[内容] 

 ・講師 大村 崑 氏 

 ・地域住民には無料で実施する。 

 

[会場] 

  栃尾市民会館 

 

[開催時期] 

  平成 20 年 9 月～10 月の日曜日の午後 

 

関係団体等 栃尾市民会館指定管理者 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

4 月～    準備 

9 月～10 月  講演会の開催 

予  算 

委託料（ＮＫＳコーポレーションへ実施委託） 1,000,000 円 
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平成 20 年度 ふるさと創生基金事業 個別計画書 

 

事業名  おもてなしの心を育む栃尾・誰でもガイド 

概  要 

 

会場・場所 

事業内容など 

[趣旨] 

栃尾地域住民の中に「おもてなしの心」を育み、住民一人ひと

りが栃尾地域の来訪者を「おもてなしの心」で迎えることができ

るよう実践の機会を設けて、「とちおの情報発信」を行いながら

住民意識の高揚、交流の拡大、地域の活性化を図る。 

 

[内容] 

 ・ガイドセンターの開設 

  既存の行事・イベント開催時に、インフォメーション、まち

めぐりガイド等を実施。 

・市民ボランティアガイド養成講座の実施 

  新規ボランティアガイドの養成。 

[募集人員]   30 名 

[参加費]   2,000 円 

 

 

関係団体等 
栃尾観光ボランティアガイドクラブ 栃尾観光協会 

とちお歩く旅のまちづくり委員会 栃尾観光物産館 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

4 月～    準備 

5 月～2 月  ガイドセンターの開設 

7 月～3 月  養成講座開催 

 

予  算 

委託料（栃尾観光協会へ実施委託） 

ガイドセンターの開設        330,000 円 

市民ボランティアガイドの養成      310,000 円 

参加費（自己負担分）        △60,000 円 

            合  計   580,000 円 
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事業名 
栃尾文化探訪 

「ふるさとの技・雁木・食を訪ねて」 

概  要 

 

会場・場所 

事業内容など 

[趣旨] 

平成 19 年度実施「てまりまつりと雁木あいぼツアー」の成功

に伴い、今年度は栃尾観光協会に事業を移行し、栃尾観光協会が

実施主体となり、次年度以降、自主事業として取り組むことがで

きるように支援をし、組織力の強化と交流の拡大を目指す。 

 

[ツアーの内容] 

 栃尾てまり講座（オリジナル性などの紹介と製作体験）及び雁

木めぐり講座（雁木を巡りながらプロフィールや有効性などの紹

介）の実施。 

[コース] 

長岡駅→てまりまつり・てまり講座→昼食→雁木講座・雁木

あいぼ参加→道の駅Ｒ290 とちお→長岡駅 

[募集人員]   40 名 

[参加費]   3,000 円 

 

関係団体等 
栃尾てまりの会  

表町まちづくり委員会 とちお歩く旅のまちづくり委員会 

栃尾観光協会 栃尾観光ボランティアガイドクラブ 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

3 月上旬  準備会議    3 月中旬  打合確認会議 

4 月    周知開始：チラシ、タウン誌、報道機関 

4 月 15 日  募集締め切り 

4 月中旬  打合会議 

5 月 3 日  実施 

予  算 

委託料（栃尾観光協会へ実施委託）     272,000 円 
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平成 20 年度 ふるさと創生基金事業 個別計画書 

 

事業名 「地域がいきいき」体験事業 

概  要 

 

会場・場所 

事業内容など 

[趣旨] 

栃尾地域の豊かな自然や歴史文化は、次の世代に継承していか

なければならない大切な資産である。そのためには、次代を担う

子どもたち、若者たちに栃尾のすばらしさを認識してもらい、そ

れらを残しながら発展させようという意識を持ってもらうこと

が重要である。 

栃尾の豊かな自然の中で、子どもたちがキャンプやものづくり

などの体験を通して外で「いきいき」遊ぶ楽しみ、地域の人たち

と触合う喜びを感じるとともに、参加した子どもたち同士の交流

が深まることを本事業の目的とする。 

[開催予定日] 

 平成２０年７月２６日（土）～２７日（日） 

[募集人員] 

小学生（３～６年生） ８０人 

[会場] 

 杜々の森名水公園（予定） 

[内容] 

 ・自然を活かしたグループ活動（ウォークラリーなど） 

・ものづくり体験活動（そば打ち体験など） 

[スタッフ] 

 ボランティアスタッフを募集し、各グループを統率してもら

う。また、ボランティアスタッフのリーダーシップも養う。 

関係団体等 （社）栃尾青年会議所 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

5 月～       周知開始 

7 月        準備 

7 月 26～27 日    実施予定 

 

予  算 

委託料（青年会議所へ実施委託）    1,000,000 円 

 

 

 



 - 8 - 

平成 20 年度 ふるさと創生基金事業 個別計画書 

  

事業名  とちお祭事業 

概  要 

 

会場・場所 

事業内容など 

[趣旨] 

とちお祭を通して長岡市内の小学生の交流を深め、次代の長岡

市を背負う少年少女の育成と、新市一体感の醸成を図る。 

 

 [内容] 

 ・平成 19 年度実施した「全日本少年少女樽みこし綱引き選手

権大会」のさらなる充実を目指し、事業実施主体に負担金を

交付する。 

 ・各地域（合併前の旧市町村）から参加チームを募り、トーナ

メント戦で綱引き大会を開催し、とちお祭をアピールする。

 ・参加チームの応援で栃尾地域以外の保護者などの来栃が期待

できることから、とちお祭や観光情報のＰＲを行う。また、

全日本樽みこし綱引き選手権大会（大人の部）のＰＲを行い、

とちお祭全体の活性化をねらう。 

  

関係団体等 
栃尾観光協会  

商工会商業青年部 長岡市教育委員会 スポーツ少年団  

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

6 月～     市政だより等で周知開始 

8 月      準備 

8 月 23、24 日  とちお祭当日に大会開催 

 

予  算 

負担金（栃尾観光協会へ）         800,000 円 
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平成 20 年度 栃尾地域ふるさと創生基金事業 予算書 

 

[収 入]                        （単位：円） 

項 目 予算額 説 明 

長岡市負担金 4,710,000  

  

合  計 4,710,000  

 

 

 

[支 出]                         （単位：円） 

項 目 予算額 説 明 

まつり景観創造事業 620,000 委託料 

とちおの魅力発見事業 1,000,000 委託料 

おもてなしの心を育む栃尾・誰

でもガイド 
580,000 委託料 

栃尾文化探訪 

「ふるさとの技・雁木・食を訪

ねて」 

272,000 委託料 

とちお祭事業 800,000 負担金 

「地域がいきいき」体験事業 1,000,000 委託料 

実行委員会運営費 438,000 委員謝金、消耗品等 

合  計 4,710,000  

 


